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国土交通省

武雄河川事務所これまでの経緯
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平成21年2月 六角川水系河川整備基本方針 策定

令和2年7月 六角川水系河川整備計画 【変更】

令和2年7月 六角川水系河川整備計画 改定

平成24年8月 六角川水系河川整備計画 策定

令和7年12月 河川整備計画の事業再評価 (今回)

令和元年8月出水の発生

令和元年12月 六角川水系緊急治水対策プロジェクト 【策定】

令和３年8月出水の発生

令和5年3月28日 特定都市河川の指定

令和7年3月28日 六角川流域水害対策計画 策定

策
定
後
５
年
経
過

床上浸水1,209戸、床下浸水2,031戸、浸水面積 5,759㏊

床上浸水1,248戸、床下浸水2,059戸、浸水面積 5,407㏊
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六角川整備計画流量図（変更）

（単 位： m3/s）

六角川

牛津川

※河道の配分流量：洪水調節施設調節後の流量

（目標流量）：洪水調節施設調節前の流量

国土交通省

武雄河川事務所【六角川水系】河川整備基本方針、河川整備計画の概要

-3-

■河川整備基本方針は、平成21年2月に策定され、基本高水ピーク流量を2,200m3/s（平成2年７月洪水に相当するW=1/100）としている。
■河川整備計画は、令和元年8月出水を受け、令和2年7月に変更され、概ね90年に1回の確率で発生する洪水を安全に流下させることを目標としている。

六角川水系河川整備基本方針（平成21年2月）

六角川水系河川整備計画（令和２年７月）変更

妙見橋潮見橋

1,150

200
1,600

（2,200）

基準地点

住ノ江橋

有

明

海

六角川計画高水流量図（基本方針）

※計画高水流量：洪水調節施設調整後の流量

（基本高水流量）：洪水調節施設調整後の流量

（単 位： m 3/s）

六角川

牛津川

・河川整備基本方針は、平成
2年7月洪水等の既往洪水を

踏まえ、計画を策定していま
す。

・基本高水ピーク流量を基準
地点「住ノ江橋」地点で
2,200m³/sとし、そのうち流域

内の洪水調節施設により
600m³/sを調節して、計画高
水流量を1,600m³/sとします。

・河川整備計画（変更）は、令
和元年8月洪水における甚大

な被害を受け、更なる安全度
向上を促進するため、今後概
ね30年で実施する内容で変
更。

・整備目標流量を基準地点
「住ノ江橋」地点で2,080m³/s
とし、そのうち流域内の洪水
調節施設により490m³/sを調

節して、河道の配分量を
1,590m³/sとします。

河川整備計画

平成21年2月策定

平成24年8月策定

令和2年7月策定

令和元年8月洪水の発生
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流量配分図（基本方針）

流量配分図（整備計画）

（基本高水ピーク流量）：洪水調節施設調節後の流量
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■ 六角川水系では、床上浸水1,209戸、床下浸水2,031戸、浸水面積 5,759㏊の浸水被害発生。
■ 牛津川の国管理区間では、堤防から洪水が溢れる外水氾濫発生。

武雄市内 浸水状況

国道34号

牛津川右岸5.0k付近 浸水状況

⑤ ⑦

六角川左岸23.8k付近 浸水状況

④

武雄川左岸0.8k付近 浸水状況

➂

②

六角川右岸20.4k付近 浸水状況

六角川左岸19.8k付近 浸水状況

六角川左岸22.6k付近 油流出状況

牛津川右岸9.0k付近 浸水状況

⑥

⑧

牛津川左岸8.4ｋ付近 浸水状況

⑨

⑪

①

武雄市内 浸水状況

牛津川右岸6.0k付近 浸水状況

⑩

凡例

浸水範囲

越水箇所

※本資料の数値は、速報値及び暫定値で
あるため、今後の調査で変わる可能性が
あります。

国土交通省

武雄河川事務所令和元年８月洪水の概要

4



国土交通省

武雄河川事務所令和３年８月洪水の概要
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 六角川水系では、令和元年8月洪水への対応として、令和元年12月より激特事業等によって河道掘削等の河川改修を重点的に進めていたが、令和3年8月
洪水時には六角川上流では国管理区間において、2か所で越水及び溢水するなどし、潮見橋水位観測所及び新橋水位観測所で再び計画高水位を超過。

 当該洪水により、床上浸水1,248戸、床下浸水2,059戸、浸水面積 約5,400㏊の浸水被害発生。



国土交通省

武雄河川事務所治水対策の進捗状況
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【県】河道掘削
、橋梁改築 牛津川

遊水地

河道掘削

河道削削

【県】広田川排
水機場新設

高橋排水機場増強

【県】河道掘削、橋梁改築

築堤
（引堤）

河道
掘削

六角川→

六 角 川

位置図

六角川洪水
調整池

牟田辺遊
水地(既設)

ヨシ繁茂
抑制対策

実施中
完了
今後実施
県激特事業

凡例

・令和元年、3年出水を受け、六角川水系では集中的に治水対策を進めている。

・これまでに六角川及び牛津川遊水地より下流の河道掘削、ヨシ繁茂抑制対策、高橋排水機場増強が完了。現在、牛津川の築堤
（Ｒ７ｄ完了予定）、遊水地より上流の河道掘削（Ｒ６ｄ新たに着手）、牛津川遊水地、六角川洪水調整池の整備を実施中。

完了

完了

完了

完了



国土交通省

武雄河川事務所治水対策の進捗状況（牛津川遊水地）
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牛津川

山崎川

初期湛水池

牛津川遊水地排水機場（新設）

山崎排水機場（既設）

牛津川遊水地

令和７年１１月２０日時点



国土交通省

武雄河川事務所浸水被害のリスクについて
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 令和３年８月洪水に対し、激特事業・六角川洪水調整池等の河川整備完了後も、流域全体で約５００戸の床上浸水が未解消。

①被災時点

約5,550浸水面積（ha）

約3,700全体浸水戸数
（戸）

約1,500床上

：R3.8実績浸水区域
：六角川流域界

②激特事業完了後

約4,450浸水面積（ha）

約2,350全体浸水戸数
（戸）

約550床上
牟田辺遊水地

牛津川遊水地

牟田辺遊水地

③六角川洪水調整池完了後

約4,400浸水面積（ha）

約2,250全体浸水戸数
（戸）

約500床上

牟田辺遊水地

牛津川遊水地

六角川洪水調整池

・
ヨ
シ
繁
茂
抑
制
対
策

・
広
田
川
排
水
機
場
新
設

・
高
橋
排
水
機
場
増
強

・
牛
津
川
遊
水
地
整
備

・六角川洪水調整池整備

河川対策により、浸水戸数は減少す
るが、約500戸の床上浸水が残る
※特定都市河川流域における床上浸水戸数は約400戸

⇒さらなる流域治水への推進が
求められる。

※各時点の解析結果は、直轄管理区間からの越水及び内水による浸水を考慮したもの

特定都市河川指定 特定都市河川指定

特定都市河川指定



貯留機能保全区域

下水道の整備

排水ポンプの
運転調整

保全調整池
の指定

浸水被害防止区域

雨水貯留施設
認定制度

防災集団移転促進事業等

雨水貯留施設の整備
（校庭貯留等）

雨水浸透阻害
行為の許可等

他の地方公共団体の負担

宅地内の排水設備に
貯留浸透機能を付加

浸水被害防止区域

河川改修

河川管理者による
雨水貯留浸透施設の整備

雨水貯留施設の整備
（公園貯留等）

国土交通省

武雄河川事務所流域治水について
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○浸水被害対策の総合的な推進のための流域水害対策計画（河川管理者、下水道管理者、都道府県
知事、市町村長が共同）の策定、公共・民間による雨水貯留施設の整備、雨水の流出を抑制するた
めの規制、開発・建築を制限するための規制等、流域一体となった浸水被害の防止のための対策を
推進。



国土交通省

武雄河川事務所特定都市河川の指定について
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流域治水の実効性の確保

六角川上流域について、令和５年３月に九州で初めて特定都市河川浸水
被害対策法に基づく指定を行い、令和７年３月に流域水害対策計画を策定

武雄市

嬉野市

椛島橋

立石川

生見川

焼
米
入
江

有明海

椛島橋

凡 例

六角川流域
特定都市河川流域

特定都市河川（国管理）

特定都市河川（県管理）

特定都市河川流域

特定都市河川の指定

流域水害対策協議会の設置

流域水害対策計画 策定

流域水害対策計画(素案)公表
パブリックコメント等

令和7年3月28日策定

令和5年3月28日策定



国土交通省

武雄河川事務所流域水害対策計画について（概要）

○内水氾濫※による被害が甚大であった、令和3年8月降雨を対象に、事業期間概ね20年で床上浸水の解消を図る。
○床上浸水リスクが特に高い武雄市の橘地区・朝日地区・北方地区を重点整備地区とし、生業とコミュニティの維持に配慮しな
がら、まちづくりと一体となった河川整備や流域対策を推進する。
※ 流域に降った雨水が河川に排水できずに、支川や水路などから溢れ、宅地などが浸水すること。

重点整備地区(橘地区・朝日地区・北方地区)

<浸水被害を防ぐ方法>
①六角川、武雄川の水位を低減
→六角川洪水調整池、遊水池整備
②支川に流れ込む水の量を抑制
→支川流域における遊水池・調整池整備及びため池・水田等の活用
③支川の排水能力を向上
→支川の堤防整備、河道拡幅など

①六角川、武雄川の水位が高いことによる内水の排水不良
②支川流域の排水能力の不足

■浸水発生の原因
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浸水被害対策

白石町

江北町

大町町

小城市

多久市

武雄市

六角川

六角川

嬉野市
西九州自動車道

JR佐世保線

河川

六角川流域

基準地点

行政区域

鉄道

国道

高速道路

特定都市河川流域

主要地点

凡 例

位置図

朝日
地区

北方
地区

橘地区



国土交通省

武雄河川事務所流域水害対策計画について（浸水被害対策の基本方針）
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0

500

1,000

河川整備計画 流域水害対策計画

計画対象降雨
に対する床上戸数

雨水浸透阻害行為の許可等

六角川洪水調整池整備

激特事業等の推進

河川整備

計画を上回る降雨に対しても

被害を軽減

河
川
整
備
計
画

流
域
水
害
対
策
計
画

河川整備

約563万m3

現在

流域対策

約192万

令和3年8時点

河川整備

【流域水害対策計画のイメージ】
【対策内容】
●河川整備
　・六角川洪水調整池整備
　・遊水地整備
　・堤防整備　等
●流域対策
　・雨水貯留浸透施設整備
　・ため池、水田等利水施設活用
　・家屋嵩上げ等の居住対策

【対策量の考え方】
●河川整備
計画対象降雨である令和3年8月降雨に対し、 河川整備によるピーク内水位低減の効果量をボリューム換算している。

●流域対策

雨水貯留浸透施設、水田貯留、ため池活用、利水ダム活用は内水を貯留するために確保した容量を計上し、居住対策は計画対象降雨で
ある令和3年8月降雨に対し、各対策実施後も床上浸水が残る家屋の床上浸水防止のために必要なピーク内水位低減量をボリューム換算
している。

従来の河川整備計画より高い目標設定



国土交通省

武雄河川事務所流域水害対策計画における主な整備

13※各事業の詳細な範囲は今後検討

六角川本川
32k000～32k800
（洪水調整池整備）

武雄川合流点～上流約1.0km
（堤防整備、ポンプ排水の適正化）

六角川との合流点

（調整池整備、ポンプ排水の適正化）

六角川合流点～上流約1.6km
（遊水地整備）

六角川合流点から
約5.5km～5.7km

（河道拡幅、橋梁改築、堰改築）

六角川合流点から
上流約1.0km～1.1km
（河道拡幅、橋梁改築）

武雄川合流点から
上流約1.1km～3.0km

（河道拡幅、遊水地、橋梁改築、堰改築）

川添川合流点から上流約0.9km
（河道拡幅、遊水地、橋梁改築、堰改築）

家屋嵩上げ等を含め浸水対策を検討中

【国】（焼米入江）

【県】（馬神川）

【国】 （六角川）

【国】（高橋川、中野川）

【県】（川添川）

六角川合流点～上流約0.4km
（堤防整備、ポンプ排水の適正化）

【国】（川添川）

【県】（甘久川）

【県】（武雄川）

新たな整備メニュー

現行の整備メニュー

【凡例】

：特定都市河川（国管理区間）
：特定都市河川（県管理区間）
：特定都市河川流域
：行政界

【国】（武雄川）

【県】（東川）

永島地区
（遊水公園の整備）

【市】

※ポンプ排水の適正化
支川の改修等を踏まえ、流域内のポンプ排水量を
増やすことなく、効率的に内水排除できるよう、
各内水域のポンプ排水量を見直すこと

※各事業の詳細な範囲は今後検討

高頻度の洪水による浸水被害の軽減
（内水の早期排水対策）

【国、県、市】（橘地区など）

＜特定都市河川流域の主な対策実施箇所＞
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